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［ 会 期 日 程 ］
９月 ７ 日（金）　本会議
９月 ８ 日（土）　（休会）
９月 ９ 日（日）　（休会）
９月１０日（月）　（議案熟考のため休会）
９月１１日（火）　常任委員会
９月１２日（水）　本会議（一般質問１日目）
９月１３日（木）　本会議（一般質問２日目）
９月１４日（金）　決算特別委員会
９月１５日（土）　（休会）
９月１６日（日）　（休会）
９月１７日（月）　（休会）
９月１８日（火）　決算特別委員会
９月１９日（水）　決算特別委員会
９月２０日（木）　（議事整理のため休会）
９月２１日（金）　本会議

第３回（９月）第３回（９月）第３回（９月）
決算特別委員会決算特別委員会決算特別委員会

定例会

第３回定例会（概要）

　平成２４年第３回平川市議会定例会は、９月７日から２１日までの１５日間を会期として開催
されました。
　本定例会では、平成２３年度一般会計などの決算（２４件）を審査するために議員全員で構
成する決算特別委員会が設置され、委員長に小野長道委員、副委員長に山田尚人委員が指名
推選され、あいさつを述べました。
　今回提出された議案は、人事案件１件、条例案２件、規約の変更等３件、補正予算案９件、
報告３件、承認２件でした。また、最終日には議員の派遣について３件が追加議案として提
出されました。
　これらを慎重に審議した結果、議案第６４号、７５号、７６号は、起立採決により賛成多数で
原案可決または認定となりました。その他の議案については全会一致で原案可決または原案
認定となりました。
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人権擁護委員候補者推薦に

今　井　　巖　氏を選任

　人権擁護委員今井　巖氏の任期が平成２４年１２月３１

日をもって満了するので、再任することに同意しました。

　住　所　平川市館山

　氏　名　今井　巖（いまい　いわお）

　　　　　昭和２２年生

●平川市碇ヶ関農産物加工施設条例を廃止する

条例案　　　　　　　　　　（公布の日から施行）

　平川市碇ヶ関農産物加工施設を廃止するため。

質　疑

　問 　施設を再利用するのか。解体するのか。

　答 　老朽化が進み、道の駅いかりがせき内に代替施設

があることから解体する。

●平川市火災予防条例の一部を改正する条例案

（平成２４年１２月１日から施行）

　対象火気設備等の位置、構造及び管理並びに対象火気

器具等の取扱いに関する条例の制定に関する基準を定め

る省令の一部改正に伴い、火災予防に係る対象火気設備

等の種類に「急速充電設備」を追加するとともに、当該

設備を設置する際の位置、構造及び管理に関する基準を

定め、並びに危険物の規制に関する政令の一部改正に伴

い、炭酸ナトリウム過酸化水素付加物が消防法上の危険

物に追加されたことにより、一定の貯蔵及び取扱いに係

る技術上の基準並びに位置、構造及び設備の技術的基準

について、経過措置を定めるため。

質　疑

　問 　電気自動車の充電設備のためのものか。

　答 　電気自動車普及が見込まれるため急速充電設備を

つくる際の基準を設けたこと、炭酸ナトリウム過酸

化水素付加物が危険物に指定されたことに伴う経過

措置である。

●定住自立圏形成協定の変更について

　弘前市との間における弘前圏域定住自立圏の形成に関

する協定の一部を変更する協定の締結について、平川市

議会の議決すべき事件を定める条例第２条の規定及び弘

前圏域定住自立圏の形成に関する協定書第５条の規定に

より議会の議決を経るため。

●青森県後期高齢者医療広域連合規約の変更に

ついて

　青森県後期高齢者医療広域連合の経緯の支弁の方法を

変更することについて、地方自治法第２９１条の１１の規

定により議会の議決を必要とするため。

質　疑

　問 　経費の支弁方法の変更内容は。

　答 　住民基本台帳法の改正により外国人登録制度がな

くなったことによるものである。

●平成２３年度平川市水道事業会計未処分利益剰

余金の処分について

　地方公営企業法第３２条第２項の規定により、平成２３

年度平川市水道事業会計未処分利益剰余金５，１６２万

７，２８６円を減債積立金に積み立てるものとする。

質　疑

　問 　剰余金の処分方法は。

　答 　基本的にはすべて償還財源となる。

した審議審議審議 議案議案議案
人 事 案 件 そ の 他

第３回定例会（審議した議案）

条 例 案 　中心的役割を果たす弘前市に対し平川市は従の関
係にあり、企業誘致活動に対するそれぞれの自治体
の独自性や自立性を狭めている関係に対する疑義か
ら反対する。

反対討論あり

　協定項目に「企業誘致活動の推進」が追加される
ことは、圏域一体となることで、企業に対する情報
発信力も向上し、誘致できる可能性も高まるものと
期待されるため賛成する。

賛成討論あり



柱キャプション

一般会計補正予算

１６４億７，２２６万２，０００円に

　予算の総額に、歳入歳出それぞれ４，５８６万６，０００円

を追加し、歳入歳出の総額をそれぞれ１６４億７，２２６万

２，０００円とする。

質　疑

　問 　小和森小学校の太陽光発電設備改修に関して東

北電力の補償はないのか。

　答 　落雷による被害については補償の対象にならな

い。

　予算の総額から、歳入歳出それぞれ１，０７３万円を減

額し、総額を４２億５，９７８万８，０００円とする。

　予算の総額に、歳入歳出それぞれ３，５６７万６，０００円

を追加し、総額を３４億７，７２７万５，０００円とする。

　予算の総額に、歳入歳出それぞれ３００万円を追加し、

総額を２億６，０７３万６，０００円とする。

質　疑

　問 　高齢者肺炎球菌ワクチン接種委託料について。

　答 　対象となる後期高齢者医療被保険者５，１４９人。

１人３，０００円の助成で１，０００人分を予算計上して

いる。助成方法は現物給付の方法を予定している。

　予算の総額から、歳入歳出それぞれ１，６４８万４，０００

円を減額し、総額を４億４，５４１万９，０００円とする。

質　疑

　問 　平川診療所及び碇ヶ関診療所の職員数と今後の

職員体制は

　答 　平川診療所：正職員１２名、嘱託医師１名、臨時

職員１名。午前・午後の業務量差など、職員配置と

業務計画を十分検討したい。

　　　碇ヶ関診療所：正職員２名、常勤的非常勤職員１

名、臨時職員１名、人員派遣１名。患者数が多い日

は時間内対処ができないこともあり、賃金雇用など

により職員数を確保したい。

　予算の総額に、歳入歳出それぞれ１１３万７，０００円を

追加し、総額を３億６，０３３万１，０００円とする。

　収益的収入及び支出の内、支出について、人事異動に

伴う人件費１１７万１，０００円を減額する。

　収益的収入及び支出の内、支出について、人事異動に

伴う人件費６６万３，０００円を増額する。

質　疑

　問 　補正される人件費対象人数は。

　答 　補正前、補正後とも８名が対象となる。

　広船財産区一般会計

　予算の総額に、歳入歳出それぞれに森林整備事業負担

金６万３，０００円を追加する。

第３回定例会（審議した議案）

補 正 予 算

一 般 会 計

国民健康保険特別会計

介護保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

国民健康保険診療施設事業
診療所特別会計

学校給食センター特別会計

水道事業会計

下水道事業会計

財産区一般会計

議会を傍聴して
みませんか
定例会は
３月、６月、９月、１２月

に行われます

詳しくは議会事務局まで
電話（０１７２）４４－１１１１（内線１５１１）
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　問 　繰越明許と事故繰越とは。

　答 　繰越し明鏡は翌年度にわたり、繰り越して新事業

が展開されるもの。事故繰越は震災の関係等で物の

納入ができなくなる場合等、何らかの理由により繰

越して事業を行うものである。

　問 　財産収入の不動産貸付と不動産売払収入の内訳

は。

　答 　ＮＴＴの電柱、東北電力の鉄塔敷地等に土地の

貸付が大口２９件、その他１５件を貸付けしている。

また、不動産売払では、新館住宅団地、旧アカデミー

宅地等５件。物品では除雪ドーザ等４件である。

　問 　市町村総合事務組合負担金が昨年の実績に比べ半

分以下になった理由は。

　答 　市税収納を委託している事務組合には、収納した

金額の１０％を支払うことになっているため、収納

状況により額が変動する。

　問 　緊急通報体制「安心電話」の利用状況は。

　答 　いま１２２台利用されている。緊急時の対応に事

欠かないよう、不要となった方からの回収、予算補

正するなどして対応している。

　決算特別委員会は、議員２０名全員を委員とし、９月７日に委員長に小野長道委員、副委員

長に山田尚人委員が指名推選により選任されました。

　９月１４日・１８日・１９日の３日間、一般会計を含む特別会計及び企業会計の平成２３年度

決算認定について審議しました。

　各委員から活発な質疑が行われた結果、一般会計と国民健康保険特別会計は賛成多数で、

その他会計決算は全会一致で認定されました。

（※質疑内容は要約し、抜粋して掲載しています。）

総額１８１億８千万円総額１８１億８千万円総額１８１億８千万円

決算特別委員会決算特別委員会決算特別委員会
平成２３年度一般会計決算平成２３年度一般会計決算平成２３年度一般会計決算

総 務 費

民 生 費

一 般 会 計

決算特別委員会

小　野　長　道　委員長 山　田　尚　人　副委員長

歳 入 全 般

歳 出 全 般



　問 　各種がん検診等の実績が前年度比減となっている

要因は何か。

　答 　集団検診はプライバシーの関係もあるため敬遠す

る方があるのではないかと思われる。

　問 　緊急雇用奨励金事業の利用がなかなか伸びないの

はなぜか。

　答 　全体的に企業の雇用状況があまりよくないためで

あると考えられる。

　問 　耕作放棄地の面積と今後の対策は。

　答 　すぐ復活できる、手をほどこせばできるところで

１３０町歩ある。補助を利用するなどし、斡旋等を

していく。

　問 　指定管理施設の監査を行っているのか。

　答 　今後は指定管理者に対する監査を計画的に行って

いく。

　問 　県道、市道接地点部分の除雪が非常に不具合が多

い。

　答 　県と十二分に連絡を取り合い、苦情が出ないよう

努めたい。

　問 　県防災ヘリコプター連絡協議会負担金の算定はど

のようになっているのか。

　答 　人権費の４分の３を県内の１０市で負担し、残り

は町村で負担している。

　問 　就学指導委員会の仕事内容は。

衛 生 費

　答 　新しく小・中学校に入学、進学される方が普通学級

または特別支援学級のどちらで授業を受けたほうが

その子どものためになるのか判定するものである。

　問 　多額の不納欠損が出ている。今後の対応は。

　答 　前年度と比較し、不納欠損額は減っているが、滞納、

不納欠損を減らしていくことは大事なことであるた

め、夜間徴収等を含めきっちり対応していきたい。

　問 　特別徴収、普通徴収等の支払い方法が高齢者には

わかりづらく、督促状がきて驚く市民が多い。改善

できないか。

　答 　自分が普通徴収になったことに気付かない方もあ

るようだ。徴収の切り替わりの趣旨をうまく伝える

ような内容を検討したい。

労 働 費

農林水産業費

商 工 費

土 木 費

消 防 費

教 育 費

　市の仕事を請け負っている業者等の寄付があるこ
と。当初予算と執行金額がかけ離れた事項があり綿
密な予算の立て方等、改善する点があったことによ
り反対する。

反対討論あり

　翌年へ繰り越す財源を除いた実質黒字額は
２億７，４６０万６，０００円であり、建設事業費への前
年対比６８％の増による地元経済活性化への寄与。
地方交付税減少を見据えた６億円超の繰り上げ償還
など、評価できるものであるため賛成する。

賛成討論あり

国民健康保険特別会計

特 別 会 計

　保険証留め置き問題、課税限度額基礎付加分・後
期高齢者支援等付加分・介護納付金の引き上げも含
まれていることから反対する。

反対討論あり

　国民健康保険を取り巻く環境は大変厳しい状況
にある。財政調整基金を取り崩し財源不足に充てて
おり、全国的に医療費が増加する中で保険給付費は
対前年度比２．４％の減少であることなどから賛成
する。

賛成討論あり

後期高齢者医療特別会計

決算特別委員会



ひらかわ市議会だより　第２８号

　問 　碇ヶ関診療所ができたので、来年は国保からの交

付金が増えるのか。

　答 　国保調整交付金を申請しており、２４年度の決算

に入ってくる。

　問 　材料費の何パーセントが地産地消でまかなわれて

いるのか。

　答 　平川市内産の使用量は１７．３％である。米はＪＡ

津軽みらいより１００％。端境期の野菜等は、９割

が県外産である。

　問 　温泉管理組合を受給者で設立できないのか。

　答 　市内の各温泉施設の管理も含め、総合的に判断し

ていかなければならないと考えている。

　問 　葛川支所の簡易水道事務を水道部に移行できない

か。

　答 　葛川支所に技師の職員を配置することは、話し合

いを進めていく。

　問 　何カ月未納すると給水停止になるのか。

　答 　納付書、督促状（翌月上旬）、催告書（６、１０、

１２月）、給水停止予告通知書（７、１０、３月）の

順に送付し、納付されない場合は停止する。

　問 　加入戸数が増えているのに、水洗化人口が減って

いるのはなぜか。

　答 　下水道加入世帯を全体の世帯で割って計算する

が、２世帯住宅等現状から離れた数字になりつつあ

る。ある程度のデータがつかめているので、追跡調

査等考えていきたい。

　問 　各財産区には財政調整基金があるが、基金はどう

しても議会の議決を経なければ取り崩せないのか。

　答 　財産区は特別地方公共団体と位置づけられてお

り、全て議会を通して予算化なりすべきと自治法に

規制がある。

国民健康保険診療施設
事 業 診 療 所 特 別 会 計

簡易水道特別会計

尾 上 地 区 住 宅 団 地
温 泉 事 業 特 別 会 計

学校給食センター特別会計
下水道事業会計

財 産 区

水道事業会計

平成２３年度　各会計の決算状況
会　　計　　名 収　　入　　額 支　　出　　額

一　　般　　会　　計 １８４億８，３３０万０千円 １８１億８，８８７万６千円

特

別

会

計

国 民 健 康 保 険 ４１億６，１００万９千円 ４１億４，６６３万４千円

介 護 保 険 ３２億４，４９９万７千円 ３２億１，１８２万２千円

後 期 高 齢 者 医 療 ２億３，９９２万５千円 ２億３，８９８万４千円

診 療 所 ３億４，６８０万４千円 ３億４，６８０万４千円

学 校 給 食 セ ン タ ー ３億７，３０４万５千円 ３億７，３０４万５千円

尾上地区住宅団地温泉事業 １，０７０万１千円 ７６７万９千円

簡 易 水 道 ２，０５８万８千円 ２，０５８万８千円

計 ２６８億８，０３６万５千円 ２６５億３，４４３万３千円

企
業
会
計

水 道 事 業
収 益 的 ５億３，４６６万７千円 ４億７，０４８万２千円

資 本 的 ２，６４０万３千円 ２億９，６２３万８千円

下 水 道 事 業
収 益 的 ８億１，０１１万０千円 ９億１，９６５万９千円

資 本 的 ５億　　７５５万８千円 ７億２，６６３万５千円

　※千円未満は四捨五入のため精算が一致しない場合がある。

決算特別委員会



平成２３年度　一般会計の決算状況
【歳入】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

割合
（％）

予算現額 調 定 額 収入済額
収入割合（％）

予算対 調定対 歳入計対

自　

主　

財　

源

市 税

２０．７

２，３１２，６１７，７３４ ２，２５４，７６２，０００ ２，４８１，７８３，６５４ ２，３１２，６１７，７３４ １０２．６ ９３．２ １２．５

分担金及び負担金

１５３２，１６４，３４８

１８９，１０５，０００ １９７，５２０，４４８ １８７，９２６，０２８ ９９．４ ９５．２ １

使用料及び手数料 １１０，９１３，０００ １１７，５５４，０８７ １１６，１１７，５７２ １０４．７ ９８．８ ０．６

財 産 収 入 ７４，９７３，０００ ７５，２０９，３９３ ７５，０２０，３９３ １００ ９９．７ ０．４

寄 附 金 ３，８２５，０００ ４，１２６，０００ ４，１２６，０００ １０７．９ １００ ０

繰 入 金 ９８３，０００ ９８２，４０３ ９８２，４０３ ９９．９ １００ ０

繰 越 金 ６２１，３３３，０００ ６２１，３３３，６８３ ６２１，３３３，６８３ １００ １００ ３．４

諸 収 入 ５１０，９４５，０００ ５６４，２３７，２５８ ５２６，６５８，２６９ １０３．１ ９３．３ ２．８

依　

存　

財　

源

地 方 譲 与 税

７９．３

６７０，１６９，３６５

２５０，４０７，０００ ２５０，４０７，０００ ２５０，４０７，０００ １００ １００ １．４

利 子 割 交 付 金 ５，０４９，０００ ５，０４９，０００ ５，０４９，０００ １００ １００ ０

配 当 割 交 付 金 ２，０１６，０００ ２，０１６，０００ ２，０１６，０００ １００ １００ ０

株式等譲渡所得割交付金 ３９５，０００ ３９５，０００ ３９５，０００ １００ １００ ０

地方消費税交付金 ２９３，４２９，０００ ２９３，４２９，０００ ２９３，４２９，０００ １００ １００ １．６

ゴルフ場利用税交付金 １４，６３８，０００ １４，６３８，３６５ １４，６３８，３６５ １００ １００ ０．１

自動車所得税交付金 ５１，９０２，０００ ５１９０２，０００ ５１９０２，０００ １００ １００ ０．３

地方特例交付金 ４７，５７９，０００ ４７，５７９，０００ ４７，５７９，０００ １００ １００ ０．３

交通安全対策特別交付金 ４，７５４，０００ ４，７５４，０００ ４，７５４，０００ １００ １００ ０

地 方 交 付 税 ８，６５８，４７４，０００ ８，６５８，４７４，０００ ８，６５８，４７４，０００ ８，６５８，４７４，０００ １００ １００ ４６．８

国 庫 支 出 金
４，４８５，８０６，７３９

２，１３６，２９４，０００ ２，１０１，４２８，２７２ ２，１０１，４２８，２７２ ９８．４ １００ １１．４

県 支 出 金 ２，４０６，０１３，０００ ２，３８４，３７８，４６７ ２，３８４，３７８，４６７ ９９．１ １００ １２．９

市 債 ８２４，０６８，０００ ８４１，７６８，０００ ８２４，０６８，０００ ８２４，０６８，０００ ９７．９ １００ ４．５

歳 入 合 計 １８，４８３，３００，１８６ １８，４７９，５５７，０００ １８，７０１，２６５，０３０ １８，４８３，３００，１８６ ９２．９ ９８．７ １００

　※構成比は、四捨五入のため積算が一致しない場合がある。

【歳出】　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）

科　　　目 予 算 現 額 支 出 済 額 繰　越　額
執行割合（％）

予 算 対 歳出計対

議 会 費 ２１４，３３２，０００ ２１４，０１２，５６７ ９９．９ １．２

総 務 費 ２，１００，６７８，０００ ２，０７６，８２８，１１７ ９８．９ １１．４

民 生 費 ５，２８９，６７２，０００ ５，２４５，２１５，４８０ ９９．２ ２８．８

衛 生 費 １，０６７，２９４，０００ １，０２１，８２０，６７９ ９５．７ ５．６

労 働 費 １３１，９１９，０００ １２１，８７２，１５４ ９２．４ ０．７

農 林 水 産 費 ２，２１９，９１３，０００ ２，１９１，３８１，４２５ １５，０００，０００ ９８．７ １２．１

商 工 費 ５３０，２４２，０００ ５１５，９０３，５９１ ９７．３ ２．８

土 木 費 １，７９３，０１３，０００ １，７３３，１７０，７５２ ２２，２３６，０００ ９６．７ ９．６

消 防 費 ７４１，１９４，０００ ７３６，３２６，６６４ ９９．３ ４

教 育 費 １，３３６，６３９，０００ １，２９４，６５２，６６４ ４，２００，０００ ９６．９ ７．１

災 害 復 旧 費 ２７，９０５，０００ ２５，０５４，１８１ ２，６１５，０００ ８９．８ ０．１

公 債 費 ３，０１２，７９３，０００ ３，０１２，６３７，３６７ １００ １６．６

予 備 費 １３，９６３，０００ ０ ０ ０

歳 出 合 計 １８，４７９，５５７，０００ １８，１８８，８７５，６４１ ４４，０５１，０００ ８７．１ １００

決算特別委員会



ひらかわ市議会だより　第２８号

議案

番号
議　　案　　名

本　会　議 常任委員会

結　果 備　考 付託先 結　果 備　考

【人 事 案 件】

６１ 人権擁護委員候補者の推薦について 原案同意 全会一致 付託省略

【条例案・条例改正案】

６２ 平川市碇ヶ関農産物加工施設条例を廃止する条例案 原案可決 全会一致 総務企画 原案可決 全会一致

６３ 平川市火災予防条例の一部を改正する条例案 原案可決 全会一致 総務企画 原案可決 全会一致

【補正予算案】

６６ 平成２４年度 平川市一般会計補正予算案（第３号） 原案可決 全会一致 総務企画 原案可決 全会一致

６７ 平成２４年度 平川市国民健康保険特別会計補正予算案（第１号） 原案可決 全会一致 教育民生 原案可決 全会一致

６８ 平成２４年度 平川市介護保険特別会計補正予算案（第１号） 原案可決 全会一致 教育民生 原案可決 全会一致

６９ 平成２４年度 平川市後期高齢者医療特別会計補正予算案（第１号） 原案可決 全会一致 教育民生 原案可決 全会一致

７０
平成２４年度 平川市国民健康保険診療施設事業診療所特別会計
　　　　　　補正予算案（第２号）

原案可決 全会一致 教育民生 原案可決 全会一致

７１
平成２４年度 平川市学校給食センター特別会計補正予算案
　　　　　　（第１号）

原案可決 全会一致 教育民生 原案可決 全会一致

７２ 平成２４年度 平川市水道事業会計補正予算案（第１号） 原案可決 全会一致 建設経済 原案可決 全会一致

７３ 平成２４年度 平川市下水道事業会計補正予算案（第１号） 原案可決 全会一致 建設経済 原案可決 全会一致

７４ 平成２４年度 平川市広船財産区一般会計補正予算案（第１号） 原案可決 全会一致 総務企画 原案可決 全会一致

【そ　の　他】

６４ 定住自立圏形成協定の変更について 原案可決 起立多数 総務企画 原案可決 全会一致

６５ 青森県後期高齢者医療広域連合規約の変更について 原案可決 全会一致 教育民生 原案可決 全会一致

９９ 平成２３年度 平川市水道事業会計未処分利益剰余金の処分について 原案可決 全会一致 建設経済 原案可決 全会一致

【歳入歳出決算】

７５ 平成２３年度 平川市一般会計歳入歳出決算認定について 原案認定 起立多数 決算特別 原案認定 起立多数

７６
平成２３年度 平川市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定に
　　　　　　ついて

原案認定 起立多数 決算特別 原案認定 起立多数

７７ 平成２３年度 平川市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定 全会一致 決算特別 原案認定 全会一致

７８
平成２３年度 平川市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定に
　　　　　　ついて

原案認定 全会一致 決算特別 原案認定 全会一致

７９
平成２３年度 平川市国民健康保険診療施設事業診療所特別会計
　　　　　　歳入歳出決算認定について

原案認定 全会一致 決算特別 原案認定 全会一致

８０
平成２３年度 平川市学校給食センター特別会計歳入歳出決算認定
　　　　　　について

原案認定 全会一致 決算特別 原案認定 全会一致

８１
平成２３年度 平川市尾上地区住宅団地温泉事業特別会計歳入歳出
　　　　　　決算認定について

原案認定 全会一致 決算特別 原案認定 全会一致

８２ 平成２３年度 平川市簡易水道特別会計歳入歳出決算認定について 原案認定 全会一致 決算特別 原案認定 全会一致

８３ 平成２３年度 平川市水道事業会計決算認定について 原案認定 全会一致 決算特別 原案認定 全会一致

８４ 平成２３年度 平川市下水道事業会計決算認定について 原案認定 全会一致 決算特別 原案認定 全会一致

８５ 平成２３年度 平川市広船財産区一般会計歳入歳出決算認定について 原案認定 全会一致 決算特別 原案認定 全会一致

８６
平成２３年度 平川市小和森財産区一般会計歳入歳出決算認定に
　　　　　　ついて

原案認定 全会一致 決算特別 原案認定 全会一致

８７ 平成２３年度 平川市荒田財産区一般会計歳入歳出決算認定について 原案認定 全会一致 決算特別 原案認定 全会一致

８８ 平成２３年度 平川市大坊財産区一般会計歳入歳出決算認定について 原案認定 全会一致 決算特別 原案認定 全会一致

８９
平成２３年度 平川市柏木町財産区一般会計歳入歳出決算認定に
　　　　　　ついて

原案認定 全会一致 決算特別 原案認定 全会一致

平成２４年
（９月議会）

議決一覧表



９０
平成２３年度 平川市大字大光寺財産区一般会計歳入歳出決算認定
　　　　　　について

原案認定 全会一致 決算特別 原案認定 全会一致

９１
平成２３年度 平川市平田森財産区一般会計歳入歳出決算認定に
　　　　　　ついて

原案認定 全会一致 決算特別 原案認定 全会一致

９２
平成２３年度 平川市新尾崎財産区一般会計歳入歳出決算認定に
　　　　　　ついて

原案認定 全会一致 決算特別 原案認定 全会一致

９３ 平成２３年度 平川市新館財産区一般会計歳入歳出決算認定について 原案認定 全会一致 決算特別 原案認定 全会一致

９４ 平成２３年度 平川市沖館財産区一般会計歳入歳出決算認定について 原案認定 全会一致 決算特別 原案認定 全会一致

９５ 平成２３年度 平川市葛川財産区一般会計歳入歳出決算認定について 原案認定 全会一致 決算特別 原案認定 全会一致

９６
平成２３年度 平川市吹上・高畑財産区一般会計歳入歳出決算認定
　　　　　　について

原案認定 全会一致 決算特別 原案認定 全会一致

９７ 平成２３年度 平川市原田財産区一般会計歳入歳出決算認定について 原案認定 全会一致 決算特別 原案認定 全会一致

９８
平成２３年度 平川市碇ヶ関財産区一般会計歳入歳出決算認定に
　　　　　　ついて

原案認定 全会一致 決算特別 原案認定 全会一致

【報　　　告】

９ 平成２３年度 平川市健全化判断比率について

１０ 平成２３年度 平川市資金不足比率について

１１

専決処分した事項の報告並びに承認を求めることについて

・専決第１０号　平成２４年度平川市大坊財産区一般会計補正予算
　　　　　　　（第１号）

原案承認 全会一致 付託省略

・専決第１１号　平成２４年度平川市原田財産区一般会計補正予算
　　　　　　　（第１号）

原案承認 全会一致 付託省略

１２
専決処分した事項の報告について

・専決第９号　損害賠償額の決定及び和解の件について

【議員提出議案】

２ 議員派遣について 原案可決 全会一致 付託省略

３ 議員派遣について 原案可決 全会一致 付託省略

４ 議員派遣について 原案可決 全会一致 付託省略

議決一覧表

議案

番号
議　　案　　名

本　会　議 常任委員会

結　果 備　考 付託先 結　果 備　考

【条例改正案】

１００
平川市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改
正する条例案

原案可決 全会一致 付託省略

１０１ 平川市特別職の職員の給料等に関する条例の一部を改正する条例案 原案可決 全会一致 付託省略

１０２
平川市教育委員会教育長の給与、勤務時間等に関する条例の一部
を改正する条例案

原案可決 全会一致 付託省略

１０３ 平川市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案 原案可決 起立多数 付託省略

【報　　　告】

１３
専決処分した事項の報告並びに承認を求めることについて

・専決第１３号　平成２４年度一般会計補正予算（第４号） 原案承認 全会一致 付託省略

１４
専決処分した事項の報告について

・専決第１２号　損害賠償額の決定について

　【おわびと訂正】ひらかわ市議会だより第２７号（平成２４年９月１４日発行）
　　・９ページ福士惠美子議員一般質問の中で、「小和森小学校東側」とありますのは「小和森小学校西側」の誤　
　　りでしたので訂正いたします。

平成２４年
（１１月開催）



ひらかわ市議会だより　第２８号

１．古川　敏夫　議員（一括質問方式）
　１．福祉行政について

　２．地域活性化事業について

２．石田　隆芳　議員（一括質問方式）
　１．平川市における「いじめ」の実態とその対策につ

いて

　２．平川市市民農園について

３．今　　俊一　議員（一括質問方式）
　１．一般質問後の検討結果について

　２．平川市ホームページについて

　３．いじめ問題について

４．齋藤　　剛　議員（一括質問方式）
　１．平川ねぷたまつりの有料観覧席について

　２．市所有の４号車バスの更新について

５．工藤　竹雄　議員（一括質問方式）
　１．災害予防計画の防災及び整備関係について

６．齋藤　政子　議員（一括質問方式）
　１．農作物の鳥獣類被害と対策について

　２．シャトルバス津軽こけし号の実態と効果について

　３．市道小国・尾崎線の法面崩壊について

７．大澤　敏彦　議員（一括質問方式）
　１．農業振興について

８．福士惠美子　議員（一括質問方式）
　１．空き家の現状と対策について

　２．職員の労働・環境条件について

９．山田　尚人　議員（一問一答方式）
　１．耐震診断後の平川市庁舎の対策について

　２．野良猫とカラスの対策について

１０．齋藤　律子　議員（一問一答方式）
　１．県道金屋尾上線交通安全施設整備事業の休止につ

いて

　２．オスプレイの配備と低空飛行訓練について

　３．平川市の観光行政について

　４．学校給食と放射性物質検査について

１１．小笠原勝則　議員（一括質問方式）
　１．広船地区から東中学校横までの市道整備について

　２．市内全小学校の体験学習について

　３．旧広船小学校の利活用について

１２．成田　敏昭　議員（一問一答方式）
　１．災害について

　２．災害復旧について

市政に関する一般質問より
一般質問は、議員が行政全般にわたり、執行機関に対して事務の執行状況及び
将来に対する方針等について質問します。ここでは内容を要約して掲載してお
ります。

平成２４年 第３回（９月）定例会　一般質問傍聴席平成２４年 第３回（９月）定例会　一般質問傍聴席

一 般 質 問

※９月議会では４２名の方が傍聴されました



１．福祉行政について

　問 　「社会保障と税の一体改革」に伴い、どのような社会保障制度改革が

行われるのか

　答 　社会保障制度改革推進法案では、公的年金制度、医療保険制度、介護

保険制度及び少子化対策のそれぞれについて基本方針を定め、社会保

障改革を行うとされており、本法施行後１年以内に法制上の措置を講

ずるとしていることから、各分野における具体的な方策の決定は、こ

れからである。

２．地域活性化事業について

　問 　第２６回平賀はしご酒まつり継続危機について

　　　市と飲食業界活性化のために助成金増額を

　答 　２２年度における報償費増額は、後年度にも使用できる備品などの購

入を目的に１年限りの措置として行われたものである。県内他市町村

での類似イベントで市町村から財政支援を受けている例はほとんど

ない。

　　　実行委員会より提案された改善案を精査し、今後検討したい。

古川　敏夫　議員

１．平川市における「いじめ」の実態とその対策について
　問 　①教育委員会で把握している「いじめ」の件数と実態について

　　　②早期発見と教育委員会の対応について

　答 　①各小・中学校へ毎月生徒指導に関する報告を義務付けており、４月

から７月までの報告で、小学校で１件、中学校で５件あった。

　　　②児童生徒が発する危険信号を見逃さないようにするとともに、アン

ケート調査、生活記録ノート、スクールカウンセラー等の活用をし、

早期発見・早期対応に努めている。いじめが発生したときには、学級

担任等による事実確認、校長指導のもと学校全体で組織的に対応する

ことにしている。問題が複雑な場合は学校が教育委員会に報告し、学

校と連携して解決にあたることに努めている。

２．平川市市民農園について
　問 　①市民農園廃止の経緯について

　　　②市民農園の再開と代替え地の確保について

　答 　①総合運動施設整備にかかわる事業再開のため市民農園を廃止した。

　　　②市民農園再開のための使用可能な市有地は現在ない。津軽みらい農

協が市民農園事業を実施しているので、そちらを紹介している。

石田　隆芳　議員

一 般 質 問



ひらかわ市議会だより　第２８号

１．一般質問後の検討結果について
　問 　一般質問の回答に対する、その後の経過について

　答 　議会答弁の対応については、それぞれの事例により対応決定までの期

間がまちまちである。また議会答弁後は、部長会議で年２回、その進

捗状況を確認している。

２．平川市ホームページについて
　問 　市ホームページの適正管理について

　答 　市ホームページは、新たな情報掲載・添削等は各課において作成し、

全体の管理を担っている総務部総務課で承諾後、掲載している。誤っ

た情報の発信等については今一度、掲載情報の確認に努めていく。

３．いじめ問題について
　問 　①市内、小・中学校における現況について

　　　②教育現場への教育委員会の指導及び対応について

　答 　①今年４月から７月までの分で、小学校１件、中学校５件である。

　　　学校から毎月いじめの問題を提出させている。

　　　②文部科学省、県教育委員会の指導に基づいて、市内小・中学校にも

いじめ問題への指導の徹底を図っている。

今　　俊一　議員

１．平川ねぷたまつりの有料観覧席について

　問 　今回初めて設置した有料観覧席について反省した内容はあるのか。

　答 　市民の要望により平川市観光協会が実施したもので５００円で１４０席

を販売し、２日間ともほぼ完売であったと聞いている。利用した方か

らの苦情等は観光協会に改善等の申し入れをする。

２．市所有の４号車バスの更新について

　問 　市民も利用する使用年数が長いバスの更新を早急にせよ。

　答 　平成５年に購入し、走行距離２５万キロメートルのバスであるが、長

期計画には２５年購入する予定であるため、来年度の予算計上になる

予定である。

齋藤　　剛　議員

一 般 質 問



１．災害予防計画の防災及び整備計画について

　問 　①平川市を流れる河川の現況見解と改修改良の計画はあるのか

　　　②日沼下袋（通称ガンケ）の排水路による農地被災対策計画はあるの

か

　　　③日沼一本柳線と並行する排水路を利用した拡張計画はできないのか

　答 　①県及び市管理の河川において、中洲の整理・河床の整理及び河川の

支障木の伐採等は年間計画で維持管理を実施し、災害等河川の補修及

び復旧についてその都度対応している。

　　　②日沼下袋地区の高田排水路は受益面積 100 ヘクタールをカバーし、

平川へ排水している。しかし、平川への排水部分は落差が小さいこと

から降雨時には県が平川からの逆流を防ぐために水門のゲートを調整

している状況である。短期的には河川管理者である県に河床整理と雑

木の処理を行っていただき円滑に排水できるよう強く要望したい。長

期的には、排水ポンプ等の施設整備について、事業費と効果の面から

検討していきたい。

　　　③排水路を利用した拡幅には多額の予算を要することから、排水路を

利用した場合または排水路を寄せての拡幅がいいのかを日沼町会及び

用水管理者と広報も含めて長期総合計画で検討させていただきたい。

工藤　竹雄　議員

１．農作物の鳥獣類被害と対策について

　問 　今年は市内広範囲にわたるマミ、狸、ハクビシン等による農作物被害

が多い。被害と対策について示せ

　答 　農作物の鳥獣等の被害に対し、市民や農協などから駆除の依頼があっ

た場合は現地確認の上それぞれ対処している。アナグマ、ハクビシン

は有害鳥獣捕獲対象となっており、被害が著しいときは、猟友会に依

頼し駆除することが可能である。

２．シャトルバス津軽こけし号の実態と効果について

　問 　ほとんど人が乗っていない。原因は何か

　答 　東北新幹線利用者を対象に新青森駅と黒石市、田舎館村、平川市をつ

なぐシャトルバスであるが、昨年度は無料であったが今年度は有料と

なっていることも利用者減の要因と考えられる。

３．市道小国・尾崎線の法面崩壊について

　問 　尾崎水稲生産組合に面している法面の崩壊が進んでいる。大きな事故

が起きる前に対策を

　答 　法面上部道路の沈下、板柵での補修箇所も膨張してきていることから、

工法等を調査し検討させていただきたい。

齋藤　政子　議員

一 般 質 問

ハクビシン



ひらかわ市議会だより　第２８号

１．農業振興について

　問 　平川市の活性化と意欲ある若い新規就農者を育てていくために、国の

事業と併用しながら平川市独自の就農支援を考えていく必要があるの

ではないか

　答 　国では要件をクリアした新規農業者に、年間１５０万円を５年間給付

する青年収納給付金事業を実施し、平川市では要件を満たした方が９

名いるが、国からは６．５人分の予算内示しかされず、増額は確約でき

ないとのことである。今回の事業は国の政策であり不足分はあくまで

も国が対応すべきあると考えている。

　問 　平川市の農業を持続的にしていくには、後継者の育成と新しい意欲的

な人材を増やすこと、人材を作っていくのが必要ではないかと考える。

市長の考えは

　答 　耕作放棄地、進まない６次化産業など検討しなければならないことが

多い。市が金銭面でやる気のある方を支援しても、農業所得が上がら

ない事態で育っていくのか若干の危惧の念もある。どのように支援し

ていくか、今後検討していきたい。

大澤　敏彦　議員

１．空き家の現状と対策について
　問 　①高齢者の認知症対策
　　　②生活保護者の対策
　答 　①認知症と確認されている高齢者のうち 51 人が一人暮らしである。

民生委員の方々等が見守りをし人的援助はしているが、財産に関係す
る雪おろし等は親族、町会、ボランティアに頼っているのが現状であ
る。

　　　②住宅倒壊等恐れのある場合の修理には住宅維持費として修理費が支
給されている。

２．職員の労働・環境条件について
　問 　①障害者雇用の現状と今後について
　　　②途中退職・休職となった職員数について
　　　③過密労働で産業医の問診や役所の指導を受けた職員について
　　　④欠員となった職場の労働条件について
　答 　①国・地方公共団体の法定雇用率は 2.1％であるが、現時点では当市

ではクリアしている。
　　　②４月１日より退職等３名。欠員が生じた職場には緊急雇用創出事業

より臨時職員を配置。
　　　③過重労働者に対し９月と２月に産業医により健康相談を実施してい

る。３カ月の時間外労働時間が 120 時間を超えた７名の職員の面談
を行っている。

　　　④人員が不足となった場合は残された職員が業務を分け合って対応す
るが、立ち行かない場合は臨時職員を配置する。

福士惠美子　議員

一 般 質 問



１．耐震診断後の平川市庁舎の対策について

　問 　耐震対策庁舎内検討委員会での検討内容を示せ

　答 　耐震補強等について３通りの方法で検討しているが、長期的な財政計

画を踏まえながら検討をしていかなければならない。

　問 　災害時に平川市の防災拠点施設となる役所が機能不全に陥る事態は許

されるのか。市民の命と財産を守るために、本庁舎建て替えの英断を

していただきたい。合併特例債適用期間内に本庁舎新築の考え方で理

解してよいか

　答 　合併特例債の使えるうちに建設したい。

２．野良猫とカラスの対策について

　問 　被害状況等と対策を示せ

　答 　野良猫による糞尿被害等は今年に入り急激に苦情が増加している。餌

付けをしている人への注意・指導を行っている。広報やチラシにより

周知徹底に努めたい。

　　　カラスは、猟友会に銃器による駆除の依頼をしている。捕獲小屋を設

置し駆除する方法を考えているが、具体的な計画まで作っていない。

山田　尚人　議員

１．県道金屋尾上線交通安全施設整備事業の休止について
　問 　休止している事業の原因と今後の見通しは
　答 　用地測量において土地と公図との相違が確認されたため一時休止して

いる。今年度中に国土調査の不整合等の実態調査をし、業務、実施体
制等の対応方針を定めることとしている。

２．オスプレイの配備と低空飛行訓練について
　問 　①市民生活の安全確保について
　　　②撤回の申し入れについて
　答 　①情報収集に努め、市民に速やかに情報を提供し安全確保に努める。
　　　②全国知事会から日本政府へ自治体への説明責任などを求める緊急決

議が提出されているので、市長会を通じて国へ同様の説明を求めたい。

３．平川市の観光行政について
　問 　①通年観光について
　　　②農商工連携について
　答 　①イベントやまち歩きの活性化等、観光協会等と協議しながら推進し

ていく。
　　　②各分野が協力して特産品を作り出せるよう支援していく。

４．学校給食と放射性物質検査について
　問 　①食材の放射性物質の検査実施について
　　　②平川市独自の規制値設定について
　答 　①食材は関係機関が検査を実施し安全保障されていると考えている。
　　　②いまのところ独自基準を設ける考えはない。

齋藤　律子　議員

一 般 質 問



ひらかわ市議会だより　第２８号

１．広船地区から東中学校横までの市道整備について

　問 　通学路としての重要度が増す市道整備の状況等はどうなっているか

　答 　町居・広船両町会に新たなルート選定について説明をした。２５年度

に測量設計、２６年度用地測量・用地補償契約、２７年度で工事の約

３カ年で進める予定。

２．市内全小学校の体験学習について

　問 　農業主産業である平川市において、収穫体験授業を実施している学校

はあるのか

　答 　小学校３・４年生の総合的な学習時間のうち、２０から３０時間を農

作業体験等の学習計画を立てて実施している。市内１０校のうち、リ

ンゴをテーマに農作業体験を含めた学習を実施したのは５校である。

３．旧広船小学校の利活用について

　問 　いまだ活用法が決まっていない施設の早期の利活用を希望する

　答 　地域の活性化につながるような、有効に活用していただける事業者等

の募集も含め、幅広く検討していきたいと考えている。

小笠原勝則　議員

１．災害について

　問 　平川市中心部から離れた東部地区や碇ヶ関地域での局地的豪雨等の災

害に対する市の対策と考え方について

　答 　東部地区では、葛川支所職員が町会や現場の災害情報収集にあたり、

本庁と協議し、必要に応じて応援職員を配備し、応急対策を行うこと

としている。碇ヶ関地域では、碇ヶ関総合支所職員が応急対策にあた

ることになるが、人員が不足し応急対策活動に支障があると判断した

ときは、協議のうえ応援職員を動員することとしている。

２．災害復旧について

　問 　２０１２年３月３１日の雨と強風による碇ヶ関小学校校舎屋根被害の復

旧工事について

　答 　屋根の剥離被害については、４月１５日にブルーシートでの応急工事

を完了し現在に至っている。過去にも屋根が剥離していることから本

格復旧について慎重に対応する必要があった。９月中旬に入札予定、

１１月末には完了する予定である。

成田　敏昭　議員

一 般 質 問



教育民生常任委員会

●調 査 期 日

　平成２４年８月１０日（金）

●調 査 場 所

　（1）平川市碇ヶ関診療所

　（2）平川市屋内プール（ゆうえい館）

●調 査 目 的

　開設後の診療所の現状及びゆうえい館の現状について

●出 席 委 員

　福士恵美子、山田　尚人、齋藤　律子

　對馬　　實、大澤　敏彦、今　　俊一　　　（計６名）

●欠 席 委 員

　な　し

●説　明　者

　（１）碇ヶ関診療所担当

　　　 碇ヶ関総合支所長　　　　　　　　花岡　敏則

　　　 碇ヶ関診療所事務長　　　　　　　狩野　　真

　　

　（２）屋内プール（ゆうえい館）担当

　　　 教育委員会平川市総合運動施設管理係長

中嶋　民保

●委員長所管（要約）

　開設したばかりで今後の展望は未知数であるが、関係

職員は意見交換会や勉強会実施など、診療所と事務方が

一体となり非常に努力している様子が感じられた。

　診療所内の視察をしたが、室内が明るく、待合所にい

る受診者の様子をみても和やかな雰囲気であった。

　今後も利用しやすい、親しまれる診療所づくりを続け

てほしいと思った。

　ゆうえい館は合併後計５回、約３，２００万円超の修繕

を行っている。

　施設は日本水泳連盟公認施設（県内市町村有の屋内

プールでは２箇所のみ）であり、大会も頻繁に行われる

ことから、安全面を考慮した対策が必要であると感じた。

教育民生常任委員会教育民生常任委員会教育民生常任委員会
所管事務調査報告

碇ヶ関診療所にて ゆうえい館にて



柱キャプション
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議員研修視察報告

●研修視察期間

　平成２４年１０月 9 日（火）～

　　　　　　１０月１２日（金）まで

●研修目的と視察先

　１．第７回全国市議会議長会研究フォーラムに参加

　　　（愛媛県松山市）

　２．６次産業化先進地視察

　　　①かあさん茶屋（香川県さぬき市）

　　　②きのこの里（徳島県吉野川市）

●参 加 議 員

　田中　友彦、佐藤　　雄、福士惠美子、

　齋藤　律子、山田　尚人、大澤　敏彦、

　鳴海　伸仁、石田　隆芳　　　　　　　　　（計８名）

●所感　その１

　市議会が真の地方自治の担い手として市民の負託と期

待にこたえるには、我々自身がこれまで以上に自己研鑽、

自己啓発に努めて行く必要があり、議会の更なる機能向

上策を研究するため本フォーラムに参加しました。

　首長と議会の役割では、世間の人々は首長は何でも決

められると思っているが、最終的に決めるのは議会であ

る。しかし、議会は隠れた存在となっている。そのため

当市議会では、議会広報・議会ホームページ等で市民に

議会活動をさらに発信していきたい。

●所感　その２

　６次産業化とは、農山漁村が生産（第１次産業）だけ

でなく、食品加工（第２次産業）、流通・販売（第３次産業）

にも主体的・総合的にかかわり合うことで、付加価値を

高め地域活性化につなげようとするものであり、１＋２

＋３＝６で、６次産業と呼ぶものです。今後の平川市に

おける６次産業化に資することを目的に、先進地を二箇

所研修視察しました。

　まずは、ＪＡ香川県を母体とし、国道の一等地に自前

の施設があり、ＪＡ女性部１１人で運営する「かあさん

茶屋」。女性のみのグループによる団体運営の先進であ

る。当市でも各種加工グループ等などがあり、そのグルー

プ運営のあり方をこの茶屋で研修しました。

　茶屋では１日約５０人のお客が地元産品の料理を味

わっており、地元の桑を利用した加工開発食品、地元の

創作料理等が提供されている直売所を含め、常に来客者

が絶えることはなかった。無知な私たちがよくぞここま

で続けられたと謙遜していたが、設立から軌道に乗るま

では、女性だけでの運営に対する偏見、成功するのかと

いう疑いが常に周りにはあり、それらを女性部の熱意で

払拭し、商品開発の努力もあり、現在に至っていたが、

いまの運営を継続するためには、後継者の育成が課題と

なっていました。

　もう一方は、バスが通れない山里の自宅で夫婦でひっ

そりと運営する「きのこの里」。中山間地域で、自然と

地の利を利用した先進農家レストランである。当市、中

山間における６次産業化に資するため、運営方法をこの

里で研修しました。

　里には年間約８００人の飲食を伴うお客が訪れ、リピー

ターが多いそうである。自宅を改装してこの里を開設し、

接客・こだわった地元食材料理への絶え間ない努力、そ

して山里の風景の下で食べる料理の優しさを感じた。中

山間ならではの施設に通じる道路が狭いことに苦慮して

いるとのことであるが、我々はそうは思わなかった。不

便を感じさせないものがこの里にはある。それは、地の

利を得て、夫婦でもてなすための努力ともてなしの心で

あると思えました。

　今回の研修視察でこの２箇所の運営方法等を学んだこ

とにより、今後当市における６次産業化に反映させてい

きたい。

議員研修視察報告議員研修視察報告議員研修視察報告

きのこの里にて（自宅を改装した座敷にて研修）



議員研修視察報告

●研修視察期間

　平成２４年１０月９日（火）～

　　　　　　１０月１２日（金）まで

●研修目的と視察先

　１．議会基本条例と議会改革について

　　　京丹後市議会（京都府）

　　　敦賀市議会（福井県）

　２．まち歩きボランティアガイドについて

　　　彦根ボランティアガイド協会（滋賀県）

●参 加 議 員

　小田桐信勝、古川　敏夫、古川　昭二、

　對馬　　實、工藤　竹雄、小野　長道　　　（計６名）

●所感　その１

　議会基本条例とは、議会の憲法のようなもので、公平・

公正・透明な議会運営や開かれた議会づくりを推進し、

議会の役割を明らかにし、市民の負託にこたえていくも

のです。近年、議会改革の取り組みや、議会基本条例を

制定する自治体が多くなっています。当議会でも、今後

考えていく必要があるのではないかという思いで、先進

地を二箇所研修視察しました。

　まずは、昨年全国市区議会改革度調査でトップとなっ

た京丹後市議会です。平成１６年４月に合併し、１８年

９月議会で市議会の活性化と改革に向け、さまざまな観

点から見直し検討することを目的に、議会改革特別委員

会を設置し、検討課題を８点にまとめています。

　同時に、１９年１２月議会までの改革行程表を作成し、

計画を確実に進めると同時に、全議員が全国的な議会改

革の状況や課題について見識を深め、認識を共有するた

め全議員の研修会や、視察研修をしています。

　また、議会に対しての市民の意識・意向を把握するた

め、無記名アンケートを実施し、その結果を踏まえ、「議

会改革について意見を聞く会」を実施し、その後 1カ

月間のパブリックコメントも実施。その結果、議員定数・

報酬と政務調査費に関して最終決定が行われ、引き続き、

５点の検討課題について取り組み、あわせて、検討成果

を盛り込んだ議会基本条例の制定を前提に検討すること

を確認し、平成２０年４月議会基本条例制定にたどり着

いています。

　議会改革特別委員会が８２回も開かれ、精力的に取り

組まれたことに驚きでした。

　次に、平成２３年４月に議会基本条例を施行した敦賀

市議会で研修させていただきました。平成１５年９月第

１回議会改革検討会を立ち上げ、平成１９年以前に議員

定数削減条例や政治倫理条例、審議会等への議員の不参

加についての議会改革を行っています。

　そして、平成２２年度、議会基本条例に向けて行政視

察を行い、議員研修会を開催し議会基本条例を制定する

という目標を立て、議会報告会の実施や、市民説明会を

開催しています。同時に、一問一答方式の導入や反問権

の導入など改革も進め、改革と条例を同時進行型で進め

ていったということでした。

　予定通り平成２３年３月議会で全会一致で条例案が可

決し、４月施行されています。

　今後、当市でどのような取り組みをしたらよいのか、

検討課題であると感じました。

●所感　その２

　ボランティアガイド協会を組織し、郷土の語り部とし

てまち歩きのガイドをされている彦根ボランティアガイ

ド協会の方に、実際に案内をしていただきながら、運営方

法や成功の秘訣等について研修させていただきました。

　『ボランティアガイド養成講座』を実施し、修了した

方に会員になってもらうという育成の仕方も参考になる

と感じました。

　また、ボランティアのため、人数・時間に関係なく料

金は無料で、ガイド 1人につき千円の交通費のみであ

るということも当市と比較した場合、違いを感じました。

議員研修視察報告議員研修視察報告議員研修視察報告

彦根ボランティアガイドさんの案内



ひらかわ市議会だより　第２８号

青森県市議会議員研修会

　平成２４年１０月３日、南田温泉ホテルアップルランドを主会

場に県内１０市より市議会議員が参加し研修会が実施されました。

高知県馬路村特産のゆず飲料「ごっくん馬路村」に携わった大歳

昌彦氏の講演会、盛美園・清藤氏書院庭園を視察研修しました。

研修終了後は、主会場において議員相互に活発な意見交換会が開

催されました。

　平成２４年第１回臨時会は１１月２９日に召集され、市議会議員の期末手当の支給割合を改めるた

めの平川市議会議員の議員報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案のほか、条例改

正案３件、報告２件が提出され、原案可決または承認されました。

質　疑

　問 　青森県人事委員会の勧告によらず、平川市独自で職員手当等の

支給割合を決めることはできないのか。

　答 　全国の中にはそれぞれの自治体で決めているところもあるが、

平川市では青森県人事委員会勧告を尊重してきたことが、市民に

とっても理解されているものとしてとらえ、県の勧告に沿った形

で職員の給料について調整をしているところである。



「ひらかわ市議会だより」は、環境に配慮した

再生紙とインクを使って印刷しています。

** 議会の動き議会の動き **
９月　２日

〃日

３日

〃日

１６日

１７日

２０日

２７日

１０月　３日

４～５日

９～１２日

１４日

１９日

２１日

２５日

３１日

１１月

１～２日

６日

〃日

７日

８日

１０日

１１日

１２日

１４日

１６日

１７日

１９日

２１日

２２日

２３日

２５日

２９日

３０日

　昔からの狂言餅酒の中に「酒十徳」というのがある。い
わば酒飲みの自己弁護といったものである。その十徳の第
一は「独居の友」だということ。つまり、独り淋しい時に、
酒は友人のように自分を励ましてくれるというものだ。第
二は「万人和合す」。これは、酒は人と人との絆を強め、結
束を強くする。第三は「推参に便あり」。すなわち祝いや見
舞い、土産などに持って行くと大層喜ばれるという。第四
は「労をいとう」。つまり疲れた体を安らかにしてくれる。
第五は「人と親しむ」。酒は人と人とを繋ぐ接着剤のような

第２２回平川市労働福祉大運動会に議長出席

第３１回チャリティ商工会員とその家族、従業員慰

安会並びに永年勤続者表彰式に議長出席

議会運営委員会

第６回弘南鉄道活性化支援協議会総会に議長出席

祝敬老お楽しみ会に議長出席

平川市長寿福祉大会に議長出席

平成２４年黒石地区交通安全大会に議長出席（大鰐

町）

第４１回津軽みらい農業協同組合通常総代会に議長

出席

青森県市議会議長会議員研修会に議長ほか出席

青森県市議会議長会事務局職員研修会（黒石市）

議員研修視察（四国８名）（京都６名）

第３８回青森県身体障害者福祉大会平川大会に議長

出席

広域行政関係市町村議長意見交換会に議長出席（弘

前市）

平成２４年度自衛隊記念日記念式典並びに祝賀会に

議長出席（弘前市）

青森県市議会議長会事務局長会議に局長出席（青森

市）

香川県高松市議会より議員研修視察受け入れ

東北市議会議長会事務局長会議に局長出席（福島県

いわき市）

平成２４年度青森県市議会議長会第２回定期総会に

議長、局長出席（つがる市）

平成２４年度交通安全青森県民大会受賞祝賀会に副

議長出席

京都府福知山市議会より議員研修視察受け入れ

第９３回全国市議会議長会評議員会に議長、次長補

佐出席（東京都）

青森県立尾上総合高等学校全日制の課程閉課程式典

に議長ほか出席　

日中国交正常化４０周年記念講演会及び祝賀会に副

議長出席（青森市）

広報特別委員会

知事を囲む懇談会に議長、局長出席（青森市）

おのえ企画「池田宏里ギター演奏会＆ボジョレー・

ヌーヴォーの夕べ」に議長出席

「平川市文化祭２０１２」文化講演会に議長出席

平成２４年第２回青森県後期高齢者医療広域連合議

会定例会に議長出席（青森市）

広報特別委員会

平成２４年度高規格道路建設及び道路整備促進青森

県総決起大会に議長出席（青森市）

新嘗祭に議長出席

「平川市文化祭２０１２」舞台発表に議長出席

臨時会

議会運営委員会

◆◆◆　編 集 室 から　◆◆◆

平成２４年

議会の動き

ものだ。第六は「縁を結ぶ」。素晴らしい人との出会いがあ
るということだ。第七は「寒気の衣となる」。寒い時に酒を
飲むと直ぐに温まるから、ちょうど衣を着たようなものだ。
第八は「うつをひらく」。つまり心の愁いを払ってくれると
いうのである。第九は「気をめぐらし憂さをわすれる」。第
十は「延命に効ありて、人寿を延ぶ百薬の長」なのだそうだ。
しかし、必ずしも「酒に十徳あり」と決めつけているばか
りではなく、逆に害のあるものだと記しているものも少な
くない。酒は少し飲めば陽気を補助し、たくさん飲むと酒
ほど人を害するものは他にない。　　　　　　（小野長道）

　請願書・陳情書の書き方、留意事項は次のとおりです。

①　請願書（陳情書）はその要旨、理由を簡単に、分

かりやすく書いてください。

②　提出年月日、請願（陳情）者の住所、氏名（法人

の場合は、その名称及び代表者氏名）を書いて必

ず押印してください。

③　請願の場合は、一人以上の紹介議員が必要になり

ます。紹介する議員は、署名または記名押印して

ください。

④　紹介議員が付かないときは陳情書としてくださ

い。

⑤　道路等は簡単な地図・略図・図面等をつけてくだ

さい。

請願書・陳情書の出し方

　１０月３１日に香川県高松市議会議員４名が

マイロード・マイタウン事業、１１月７日に京

都府福知山市議会議員３名がマイロード・マイ

タウン事業と地域活性化事業補助金の取り組み

について当市へ行政視察に訪れました。

高松市議会議員 福知山市議会議員


